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件  名 
第四次足立区一般廃棄物処理基本計画（案）のパブリックコメント実施結果に

ついて 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 ( 結

果)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第四次足立区一般廃棄物処理基本計画（案）のパブクリックコメントを実施

したので報告する。 

１ パブリックコメントの実施結果 

（１）実施期間 

平成３０年１１月２６日（月）から平成３０年１２月２５日（火）まで 

（２）意見提出等 

① 意見提出者数  １名 

② 提出方法    郵送  

③ 意見の件数   ２件 

２ 寄せられた意見及び区の考え方 

寄せられた意見 区の考え方 

１人暮らしの高齢者が増えてい

るので、ごみを出せない高齢者へ

の訪問収集をもっと拡大してほし

い。計画には、「拡大について検討」

とあるが、検討だけではなく実施

して欲しい。 

 高齢者ができるだけ住み慣れた

住まいで暮らせるよう、様々な支

援策を講じる地域包括ケアシステ

ムの構築を進めています。高齢者

への戸別訪問収集はその支援策の

ひとつと考えられることから、現

在の対象基準（要介護３以上）につ

いての見直しを検討していきま

す。 

 若くして障がい者になった人

も、一人暮らしだとごみを出せな

い場合もある。介護認定を受けた

高齢者だけではなく、年齢を問わ

ず障がい者についても自宅への訪

問収集の対象にして欲しい。 

障がい者世帯のごみ出しの困難

状況を考慮した上で、戸別訪問収

集の実施について検討していきま

す。 

３ 計画案 

別冊１のとおり 

４ 今後の予定 

１月下旬 パブリックコメントの実施状況及び意見に対する区の考え方

について、区ホームページで公表予定 

２月８日 第６回環境審議会で区長に答申 

３月   印刷・製本  
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件  名 足立区災害廃棄物処理計画（案）のパブリックコメント実施結果について 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 足立区災害廃棄物処理計画（案）のパブクリックコメントを実施したので

報告する。 

１ パブリックコメントの実施結果 

（１）実施期間 

平成３０年１１月２６日（月）から平成３０年１２月２５日（火）まで 

（２）意見提出等 

① 意見提出者数  ２名 

② 提出方法    いずれも区ホームページの意見受付フォーム 

③ 意見の件数   １１件 

２ 寄せられた意見及び区の考え方 

別冊２のとおり 

３ 計画案 

別冊３のとおり 

４ 今後の予定 

１月下旬 パブリックコメントの実施状況及び意見に対する区の考え方

について、区ホームページで公表予定 

２月８日 第６回環境審議会で区長に答申 

３月   印刷・製本  
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件  名 使い捨てプラスチック削減の取組みについて 

所管部課 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロプラスチックによる海洋汚染が注目され、世界的にプラスチッ

クごみ削減の機運が高まっていることを踏まえ、第三次環境基本計画に基

づき、特に使い捨てプラスチックの削減に取り組んでいく。 

１ 取組みの方向性 

使い捨てプラスチック削減について、区の施設や事業における率先行

動と、区民・事業者等への呼びかけに取り組んでいく。 

２ 平成３０年度中の取組み   

（１）区の率先行動 

① 区の施設等の飲食店へのストロー提供中止の協力依頼 

② 庁内の各課に対し、啓発物品の調達にあたって、以下の点に配慮す

ることを要請 

・啓発物品配布の必要性、効果等を再検討すること 

・使い捨てとなる啓発物品を選択しないこと 

・啓発物品をなるべく包装しないこと 

・包装が必要な場合は、紙、布等プラスチック以外の素材にすること 

（２）区民・事業者等への呼びかけ 

① 飲食店へのストロー提供中止の協力依頼 

② 区民になるべくストローを使わないよう呼びかけ 

③ 区の率先的な行動のＰＲ 

３ 今後の方針等  

環境省や東京都は、レジ袋有料化などプラスチックごみ削減に向けた

検討を始めており、一部の事業者も具体的な取組みを始めている。 

これらの動向を踏まえ、使い捨てプラスチックの削減につながる効果

的な取組みを、２０１９年度上半期を目途に取りまとめていく。 
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件  名 環境基金助成の見直しについて 

所管部課 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基金助成制度の活性化を図るため、制度の一部を見直し、募集を開始

するので報告する。 

１ 背景 

平成３０年度に新規の申請が１件もなかった。さらに、行政評価におい

て、前年度中に申請と審査を行うことで活動期間を確保すること、活動の

目的や内容によって、助成金額の設定にバリエーションを加えること等

の意見があった。 

これらを踏まえ、環境基金助成要綱を改正し、平成３１年１月４日から

施行した。 

２ 主な見直し点 

（１）ファーストステップ助成の追加 

地域の環境改善に取組む区民の身近な活動や、そのきっかけづくり

等を新たに支援するため、従来の上限１０００万円及び上限１００万

円の助成に加え、上限２０万円の助成を追加。審査についても、書類審

査のみとした。 

（２）募集、審査時期の変更による活動期間の拡大 

前年度中に募集、審査することで活動期間が約３か月拡大 

３ 今後のスケジュール 

１月２５日  あだち広報等で募集開始 

２月２８日  募集締め切り   

３月１９日  環境基金審査会による審査 

 （平成３１年度予算成立後） 

４月上旬   審査会の審査結果に基づき、交付・不交付の決定 

その後、助成対象活動の開始  
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件  名 「落書き１１０番」の開設について 

所管部課 環境部生活環境保全課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結果)

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたおもてなし

と、ビューティフル・ウィンドウズ運動推進により、犯罪のないきれいなま

ちの実現を目指すため、街なかの落書きについて、区民から情報を受け付け

る「落書き１１０番」を開設したので報告する。 

１ 受付開始 

平成３１年１月４日から 

２ 受付時間 

平日８時３０分から１７時１５分まで 

 ※土曜、日曜、祝日、年末年始を除く 

３ 電話番号・メールアドレス 

「落書き１１０番」 専用ダイヤル０３（３８８０）５３１０ 

「落書き１１０番ＷＥＢ版」rakugaki.110@city.adachi.tokyo.jp 

４ 業務内容 

区民からの落書き通報を受け付け、庁内各課等に落書き消去の対応を依

頼する。 

５ 区民への周知 

あだち広報１２月２５日号、ホームページ、フェイスブック、ツイッタ

ー等で周知する。 

６ その他 

「不法投棄１１０番」と合わせ、庁内窓口を一本化し区民サービスの向

上を図る。 

７ 今後の方針等  

 不法投棄通報協力員に、落書きについても速やかに通報して頂けるよう

依頼する。 
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